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松
尾
子
供
会
は
20
世
帯
、

21
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
団
地
が
増
え
、
低
学

年
以
下
の
小
さ
な
子
ど
も
さ

ん
が
多
い
地
区
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
り

心
配
な
学
校
の
行
き
帰
り
の

見
守
り
、
ま
た
、
子
供
会
運

営
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
指
導
ご
助
力
を

頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
子
供
会
に
と
っ
て
大
切
な

事
は
、
楽
し
い
子
供
会
で
あ

る
と
同
時
に
、
人
と
人
と
の

「
ふ
れ
あ
い
」
の
場
で
あ
る

事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
思
え
ば
昭
和
の
時
代
、
近

所
の
子
ど
も
達
同
士
、
上
級

生
、
下
級
生
、
関
係
な
く
一

緒
に
外
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
遊
び
の
中
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
色
々
な

事
を
学
ん
で
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
達
は

個
人
で
遊
ぶ
事
が
多
く
、
屋

外
で
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
子
供
会
の
活
動
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
６
年
生
ま
で
が
、

学
校
以
外
で
一
緒
に
活
動
す

る
数
少
な
い
機
会
で
す
。
上

級
生
は
、
下
級
生
に
優
し
く

接
し
て
く
れ
、
ま
た
、
頼
り

に
な
り
ま
す
。
今
年
の
上
級

生
が
、
清
掃
活
動
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
活
躍
す
る
姿
を
見
て
、

ま
た
下
級
生
が
そ
の
よ
う
に

育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
」
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
今
の
社
会
、
そ
れ
を

大
切
に
活
動
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地域の 子どもたち子どもたち

「
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に
…

　松

尾

子

供

会

（眞野）

　議員の任期もあと数ヶ月となりました。今ま
でお付き合いいただきありがとうございました。
　メンバーが変わっても皆さまへ議会の審議や
活動の状況をありのままにお知らせする「議会
だより」をお届けしますので、これからもよろし
くお願い致します。
　最後になりましたが、ことし一年が町民の皆
さまにとって幸多き年になりますよう心からお祈
り申し上げます。
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平
成
26
年
第
８
回
里
庄
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の
制
定
１
件
と
一
部
改
正
４
件
、
町
道
路
線
の
廃

止
が
２
件
、
人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

12月

全会一致で原案を
すべての議案補

正
予
算

一般会計補正額 2299万円で総額45億4079万円と　　   なります
国民健康保険税は来年度から引上げが決定しました

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

た
め
の
委
託
料
が
64
万
８
０

０
０
円
、
防
犯
カ
メ
ラ
４
台

の
購
入
費
が
２
５
７
万
１
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
県
か
ら
60
万
円
が
設

置
支
援
の
補
助
金
と
し
て
入

り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　
３
２
１
万
９
０
０
０
円

　
小
児
医
療
費
の
追
加
分
と

し
て
５
４
５
万
円
が
予
算
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
医
療
費
の
増
加
に
伴
い

審
査
支
払
手
数
料
が
、
40
万

円
追
加
補
正
さ
れ
ま
す
。

小
児
医
療
費
追
加

　
　   

５
４
５
万
円

頑
張
る
学
校
応
援
事
業
助
成
金
を

　
　
　
　
　
　
　  

小
･
中
学
校
で
活
用

　
東
京
に
あ
る
鳥
取
・
岡
山

共
同
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

Ｐ
Ｒ
と
定
住
促
進
を
図
る
た

め
の
旅
費
等
に
35
万
８
０
０

０
円
、
定
住
促
進
を
図
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
及
び
相
談
会

の
ブ
ー
ス
出
展
料
が
２
万
円

で
す
。

　
内
訳
は
、
11
節
の
需
要
費

に
20
万
円
で
、
こ
れ
は
防
災

マ
ッ
プ
の
避
難
所
等
を
見
直

し
、
新
た
に
５
０
０
０
部
を

作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
町
立
幼
稚
園
の
２
年
保
育

実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
結

果
、
東
幼
稚
園
は
４
歳
児
が

１
ク
ラ
ス
、
５
歳
児
が
１
ク

ラ
ス
の
合
計
２
ク
ラ
ス
。
西

幼
稚
園
は
４
歳
児
が
１
ク
ラ

ス
、
５
歳
児
が
２
ク
ラ
ス
の

合
計
３
ク
ラ
ス
が
必
要
と
想

定
し
て
受
け
入
れ
準
備
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
増
え
た
１
ク
ラ
ス
分
の
需

用
費
19
万
９
０
０
０
円
と
備

品
購
入
費
１
６
５
万
５
０
０

０
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
は
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
等
を
25
台
、
32
万
３
０

０
０
円
で
購
入
、
東
小
学
校

は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
30
万

５
０
０
０
円
で
購
入
し
ま
す
。

　
中
学
校
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
38
万
９
０
０
０
円
で
購

入
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
備
品
は
い
ず
れ

も
「
頑
張
る
学
校
応
援
事
業

助
成
金
」
を
活
用
し
て
購
入

す
る
も
の
で
す
。

幼
稚
園
２
年
保
育
の
準
備

　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
万
４
０
０
０
円

東
京
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
　  

３７
万
８
０
０
０
円

防
災
マ
ッ
プ

　
　
　
　
20
万
円

可決
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質
　
疑
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質
　
疑

ガ
ス
配
管
も
お
金
を
も
ら
う
の
か

　
　
　
　
　
道
路
に
ガ
ス
管

を
配
管
し
て
い
る
。
ま
た
団

地
の
中
に
集
中
で
物
販
庫
を

つ
く
り
ガ
ス
の
配
管
を
し
て

い
る
。
こ
の
規
定
ど
お
り
、

お
金
を
も
ら
う
の
か
。

　
鉄
道
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
と
あ
る
が
、

路
面
電
車
や
私
鉄
が
道
路
上

を
通
る
場
合
の
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

町
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
風

力
発
電
設
備
と
い
う
の
が
あ

る
が
、
ど
う
い
う
も
の
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
道
に
埋

め
ら
れ
た
ガ
ス
管
は
、
そ
の

業
者
と
話
を
し
な
が
ら
、
占

用
料
を
も
ら
う
よ
う
調
整
し

て
い
き
た
い
。

　
集
中
ガ
ス
で
管
理
を
し
て

い
る
団
地
は
、
今
調
査
を
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
１
年
か

け
て
、
関
連
業
者
と
調
整
し

て
い
く
。

　
太
陽
光
関
係
は
、
例
え
ば

町
道
の
上
に
何
ら
か
の
関
係

で
、
設
置
す
る
と
き
手
続
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で

書
い
て
い
る
。

　
道
路
法
第
32
条
に
関
連
す

る
こ
と
や
、
施
行
令
に
掲
げ

て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
列

挙
し
て
い
る
。
現
在
、
本
町

に
関
連
な
く
と
も
将
来
の
こ

と
を
考
慮
し
て
記
載
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
の

納
期
を
５
月
へ
変
更
す
る
と

い
う
。
算
定
の
基
準
は
４
月

１
日
か
ら
５
月
１
日
へ
変
更

と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
算
定
の
基
準

日
は
４
月
１
日
で
、
変
更
は

な
い
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

算
定
日
の
基
準
は

髙
田
議
員

町
民
課
参
事

町
税
条
例
の
一
部
改
正

道
路
占
用
条
例
の
制
定

質　
　疑
質　
　疑
質　
　疑

12月定例会

一
般
会
計
と
特
別
会
計
補
正
予
算
の
質
疑
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
条
例
の
制
定
と
一
部
改

正
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
ガ
ス
配
管
も
お
金
を
も
ら
う
の
か

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（２２９９万円）

（△１，７４２万円）

（63万円）

（２１０万円）

　45億4079万円
　　12億6396万円
　　8億7497万円
　　1億3136万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別

町
条
例

制

　定

道
路
占
用
条
例

　
　
町
が
管
理
す
る
道
路
の

　
占
用
料
の
徴
収
等
に
つ
い

　
て
、
道
路
法
の
規
定
に
よ

　
り
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

　
し
た
。

一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例

　
　
教
育
長
が
常
勤
の
特
別

　
職
の
職
員
と
な
る
た
め
、

　
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

　
の
所
掌
事
項
に
教
育
長
の

　
給
料
の
額
に
関
す
る
こ
と

　
を
加
え
ま
す
。

町
税
条
例

　
　
軽
自
動
車
税
の
納
期
を     

　
５
月
１
日
〜
同
月
31
日
に

　
変
更
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
国
民
健
康
保
険
財
政
が

　
厳
し
く
、
安
定
し
た
運
営

　
を
維
持
す
る
た
め
、
被
保

　
険
者
に
係
る
所
得
割
率
、

　
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平

　
等
割
額
の
引
き
上
げ
を
行

　
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
普
通
徴
収
に
係

　
る
納
期
の
回
数
を
現
在
の

　
年
５
回
か
ら
８
回
へ
変
更

　
し
ま
す
。

行
政
財
産
使
用
料
徴
収

条
例

　
　
行
政
財
産
の
使
用
料
の

　
額
等
を
現
状
に
即
し
た
見

　
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

※
い
ず
れ
の
条
例
も
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
と

な
り
ま
す
。

　
建
設
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
町
道
路
線
の
廃
止
２

議
案
を
審
議
す
る
た
め
、
12

月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
原
西
地
区
の
町
道
里
見

15
号
線
と
本
村
地
区
の
町
道

里
見
４
１
９
号
は
、
近
隣
の

道
路
を
拡
幅
し
た
際
に
交
換

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
籍
調

査
時
に
未
登
記
と
判
明
し
た

も
の
で
す
。

　
周
辺
が
全
て
同
一
地
権
者

で
、
60
年
以
上
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
廃
道

し
て
も
何
ら
問
題
な
い
こ
と

か
ら
全
会
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止

廃止路線（町道里見 419号線）

消防車両集結（出初式）

廃止路線（町道里見 15号線）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員（
再
任
）

里
庄
町
大
字
新
庄５

８
６
番
地

岡
　
雅
文 

氏

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

里
庄
町
大
字
里
見

５
２
２
８
番
地
５

山
下
　
　
雄 

氏

人  

事

終
点 起

点

高
柳
池

終
点

起
点 湯

の
池

本村公会堂

プロパンガス保管庫
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質
　
疑
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質
　
疑

ガ
ス
配
管
も
お
金
を
も
ら
う
の
か

　
　
　
　
　
道
路
に
ガ
ス
管

を
配
管
し
て
い
る
。
ま
た
団

地
の
中
に
集
中
で
物
販
庫
を

つ
く
り
ガ
ス
の
配
管
を
し
て

い
る
。
こ
の
規
定
ど
お
り
、

お
金
を
も
ら
う
の
か
。

　
鉄
道
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
と
あ
る
が
、

路
面
電
車
や
私
鉄
が
道
路
上

を
通
る
場
合
の
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

町
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
風

力
発
電
設
備
と
い
う
の
が
あ

る
が
、
ど
う
い
う
も
の
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
道
に
埋

め
ら
れ
た
ガ
ス
管
は
、
そ
の

業
者
と
話
を
し
な
が
ら
、
占

用
料
を
も
ら
う
よ
う
調
整
し

て
い
き
た
い
。

　
集
中
ガ
ス
で
管
理
を
し
て

い
る
団
地
は
、
今
調
査
を
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
１
年
か

け
て
、
関
連
業
者
と
調
整
し

て
い
く
。

　
太
陽
光
関
係
は
、
例
え
ば

町
道
の
上
に
何
ら
か
の
関
係

で
、
設
置
す
る
と
き
手
続
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で

書
い
て
い
る
。

　
道
路
法
第
32
条
に
関
連
す

る
こ
と
や
、
施
行
令
に
掲
げ

て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
列

挙
し
て
い
る
。
現
在
、
本
町

に
関
連
な
く
と
も
将
来
の
こ

と
を
考
慮
し
て
記
載
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
の

納
期
を
５
月
へ
変
更
す
る
と

い
う
。
算
定
の
基
準
は
４
月

１
日
か
ら
５
月
１
日
へ
変
更

と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
算
定
の
基
準

日
は
４
月
１
日
で
、
変
更
は

な
い
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

算
定
日
の
基
準
は

髙
田
議
員

町
民
課
参
事

町
税
条
例
の
一
部
改
正

道
路
占
用
条
例
の
制
定

質　
　疑
質　
　疑
質　
　疑

12月定例会

一
般
会
計
と
特
別
会
計
補
正
予
算
の
質
疑
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
条
例
の
制
定
と
一
部
改

正
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
ガ
ス
配
管
も
お
金
を
も
ら
う
の
か

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（２２９９万円）

（△１，７４２万円）

（63万円）

（２１０万円）

　45億4079万円
　　12億6396万円
　　8億7497万円
　　1億3136万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別

町
条
例

制

　定

道
路
占
用
条
例

　
　
町
が
管
理
す
る
道
路
の

　
占
用
料
の
徴
収
等
に
つ
い

　
て
、
道
路
法
の
規
定
に
よ

　
り
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

　
し
た
。

一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例

　
　
教
育
長
が
常
勤
の
特
別

　
職
の
職
員
と
な
る
た
め
、

　
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

　
の
所
掌
事
項
に
教
育
長
の

　
給
料
の
額
に
関
す
る
こ
と

　
を
加
え
ま
す
。

町
税
条
例

　
　
軽
自
動
車
税
の
納
期
を     

　
５
月
１
日
〜
同
月
31
日
に

　
変
更
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
国
民
健
康
保
険
財
政
が

　
厳
し
く
、
安
定
し
た
運
営

　
を
維
持
す
る
た
め
、
被
保

　
険
者
に
係
る
所
得
割
率
、

　
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平

　
等
割
額
の
引
き
上
げ
を
行

　
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
普
通
徴
収
に
係

　
る
納
期
の
回
数
を
現
在
の

　
年
５
回
か
ら
８
回
へ
変
更

　
し
ま
す
。

行
政
財
産
使
用
料
徴
収

条
例

　
　
行
政
財
産
の
使
用
料
の

　
額
等
を
現
状
に
即
し
た
見

　
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

※
い
ず
れ
の
条
例
も
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
と

な
り
ま
す
。

　
建
設
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
町
道
路
線
の
廃
止
２

議
案
を
審
議
す
る
た
め
、
12

月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
原
西
地
区
の
町
道
里
見

15
号
線
と
本
村
地
区
の
町
道

里
見
４
１
９
号
は
、
近
隣
の

道
路
を
拡
幅
し
た
際
に
交
換

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
籍
調

査
時
に
未
登
記
と
判
明
し
た

も
の
で
す
。

　
周
辺
が
全
て
同
一
地
権
者

で
、
60
年
以
上
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
廃
道

し
て
も
何
ら
問
題
な
い
こ
と

か
ら
全
会
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止

廃止路線（町道里見 419号線）

消防車両集結（出初式）

廃止路線（町道里見 15号線）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員（
再
任
）

里
庄
町
大
字
新
庄５

８
６
番
地

岡
　
雅
文 

氏

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

里
庄
町
大
字
里
見

５
２
２
８
番
地
５

山
下
　
　
雄 

氏

人  

事

終
点 起

点

高
柳
池

終
点

起
点 湯

の
池

本村公会堂

プロパンガス保管庫
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賛
否
状
況

後列左から　　眞野博文 　 小野光三　 　髙田卓司　 原田順夫　 小野光章 　
前列左から　　松原繁之 　 岡村咲津紀　 岡本雅道　 平野敏弘 　

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
議
会

を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
、
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
年
の
瀬

に
、
第
三
次
安
倍
内
閣
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、

日
本
経
済
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
て
き
た
と
は
い
う

も
の
の
依
然
と
し
て
十
分

な
景
気
回
復
の
実
感
が
得

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
広
島
市
北
部
で

の
大
規
模
土
砂
災
害
や
御

嶽
山
の
噴
火
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
我
々
国
民
の
生

活
が
脅
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
環
境
や

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

町
民
誰
も
が
安
心
で
安
全

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
議
会
と
執

行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
議
会
の
活
動

状
況
や
町
が
抱
え
る
問
題

を
「
議
会
だ
よ
り
」
等
を

通
じ
て
、
情
報
公
開
に
努

め
、
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
、
共
に
考
え
、
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進

し
、
町
民
皆
様
の
付
託
に

応
え
る
べ
く
、
全
力
を
投

じ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
第
7
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
議
案
は
原
案
ど
お
り
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

臨時
　会

町
職
員
の
給
与
改
定

　
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
給

与
改
定
等
が
勧
告
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
給
与
改
定
は
、

平
成
26
年
度
が
プ
ラ
ス
改
定
、

平
成
27
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
改

定
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
補

正
予
算
４
件
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
追
加
で
す
。
ま
た
、

12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
費
の
補
正
予
算
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

11月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（1703万円）

（7万円）

（30万円）

（17万円）
（6万円）

（22万円）
（22万円）
（14万円）
（14万円）

　45億1779万円
　　12億8139万円
　　8億7434万円

　
2億6378万円
1億3649万円

3億  495万円
2億8196万円
6億  382万円
7億2703万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

平
野
敏
弘

松
原
繁
之

髙
田
卓
司

原
田
順
夫

小
野
光
三

眞
野
博
文

小
野
光
章

議決結果
岡
村
咲
津
紀

議案に対する賛否状況（12月定例会）

議案名

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

町道路占用条例の制定

町特別職報酬等審議会条例の一部改正

町税条例の一部改正

町国民健康保険税条例の一部改正

町行政財産使用料徴収条例の一部改正

平成26年度一般会計補正予算

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算

平成26年度介護保険特別会計補正予算

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算

町道路線（里見15号線）の廃止

町道路線（里見419号線）の廃止

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
※ 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

議員名
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賛
否
状
況

後列左から　　眞野博文 　 小野光三　 　髙田卓司　 原田順夫　 小野光章 　
前列左から　　松原繁之 　 岡村咲津紀　 岡本雅道　 平野敏弘 　

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
議
会

を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
、
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
年
の
瀬

に
、
第
三
次
安
倍
内
閣
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、

日
本
経
済
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
て
き
た
と
は
い
う

も
の
の
依
然
と
し
て
十
分

な
景
気
回
復
の
実
感
が
得

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
広
島
市
北
部
で

の
大
規
模
土
砂
災
害
や
御

嶽
山
の
噴
火
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
我
々
国
民
の
生

活
が
脅
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
環
境
や

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

町
民
誰
も
が
安
心
で
安
全

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
議
会
と
執

行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
議
会
の
活
動

状
況
や
町
が
抱
え
る
問
題

を
「
議
会
だ
よ
り
」
等
を

通
じ
て
、
情
報
公
開
に
努

め
、
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
、
共
に
考
え
、
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進

し
、
町
民
皆
様
の
付
託
に

応
え
る
べ
く
、
全
力
を
投

じ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
第
7
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
議
案
は
原
案
ど
お
り
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

臨時
　会

町
職
員
の
給
与
改
定

　
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
給

与
改
定
等
が
勧
告
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
給
与
改
定
は
、

平
成
26
年
度
が
プ
ラ
ス
改
定
、

平
成
27
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
改

定
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
補

正
予
算
４
件
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
追
加
で
す
。
ま
た
、

12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
費
の
補
正
予
算
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

11月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（1703万円）

（7万円）

（30万円）

（17万円）
（6万円）

（22万円）
（22万円）
（14万円）
（14万円）

　45億1779万円
　　12億8139万円
　　8億7434万円

　
2億6378万円
1億3649万円

3億  495万円
2億8196万円
6億  382万円
7億2703万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

平
野
敏
弘

松
原
繁
之

髙
田
卓
司

原
田
順
夫

小
野
光
三

眞
野
博
文

小
野
光
章

議決結果
岡
村
咲
津
紀

議案に対する賛否状況（12月定例会）

議案名

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

町道路占用条例の制定

町特別職報酬等審議会条例の一部改正

町税条例の一部改正

町国民健康保険税条例の一部改正

町行政財産使用料徴収条例の一部改正

平成26年度一般会計補正予算

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算

平成26年度介護保険特別会計補正予算

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算

町道路線（里見15号線）の廃止

町道路線（里見419号線）の廃止

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
※ 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

議員名
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一
般
質
問

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

12月定例会

町
政
を
問
う

3人の議員が登壇して質問！

① 災害時に対応するために消防団の他に
　 消防団のＯＢの組織をつくっては
② 安心安全の町づくりのための対策は

髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① 町道里見229号線整備は
② 町の施設管理は
③ 社会福祉協議会への補助金及び実施事業は

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9P

　 選挙に対する啓発活動は
岡村咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10P

新春もちつき大会（里見川荘）

里庄町議会だより　No.79里庄町議会だより　No.79

現
在
の
計
画
で
は
、

２
２
９
号
線
の
接

続
が
完
成
す
る
と
、
里
見
川

堤
防
の
道
路
は
、
今
以
上
に

混
雑
し
、
非
常
に
危
険
で
あ

る
。
執
行
部
は
９
月
議
会
で

交
通
調
査
を
行
う
と
答
弁
し

て
い
る
が
調
査
は
行
っ
た
の

か
。
交
通
調
査
は
計
画
を
立

て
る
前
に
行
い
、
交
通
安
全

対
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

　
里
見
川
堤
防
の
道
路
は
浅

口
市
と
も
話
を
し
、
対
策
を

立
て
る
べ
き
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
話
を
し
た
の
か
。

　
工
事
が
始
ま
る
と
通
学
す

る
小
学
生
が
、
今
以
上
に
危

険
な
状
態
に
な
る
。
工
事
前

に
仮
設
歩
道
の
設
置
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
松
尾
地
区
の
西
か
ら
東
へ

伸
び
て
い
る
道
路
は
非
常
に

狭
い
。
以
前
に
町
長
は
広
げ

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
考
え
は
。

交
通
量
調
査
を
３

カ
所
実
施
し
た
。

結
果
を
分
析
し
対
策
を
検
討

し
て
、
詳
細
な
計
画
に
反
映

平
野

　敏
弘 

議
員

交通安全対策を考えるべき
　  農林建設課長／協議・検討し対策を講じる

問
農
林
建
設

課

　
　長

庁
舎
を
含
め
福
祉

会
館
や
老
人
セ
ン

タ
ー
、
仁
科
会
館
な
ど
は
20

年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

　
施
設
は
災
害
時
の
避
難
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。
避
難

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
専
門

家
に
調
査
を
依
頼
し
、
定
期

的
に
防
水
な
ど
の
予
防
的
な

措
置
を
講
ず
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

管
理
上
、
必
要
と

み
な
し
た
場
合
は

適
切
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

修
繕
等
も
や
っ
て
い
く
。

　
年
に
１
回
程
度
、
公
共
施

設
の
点
検
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
町
が
管
理
を
必
要
と
す
る

施
設
に
は
、
躯
体
、
屋
上
防

水
等
全
て
の
点
検
を
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
管
理
計
画
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問 施
設
の
防
水
な
ど
の
措
置
は

副
町
長
／
管
理
計
画
を
つ
く
る

副
町
長
　

社
会
福
祉
協
議
会

に
、
町
は
年
間
３

０
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出

し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

生
後
３
カ
月
以
上
か
ら
、
就

学
前
の
子
ど
も
を
４
人
ま
で

一
時
預
か
り
し
て
い
る
。
民

間
の
保
育
園
が
あ
る
の
に
な

ぜ
つ
く
っ
た
の
か
。
引
き
つ

け
を
起
こ
し
た
場
合
、
ど
う

す
る
の
か
。

　
社
協
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
町
は
、
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
最
高
責
任
者

の
町
長
が
、
も
ら
う
側
の
最

高
責
任
者
を
兼
任
し
て
い
る
。

　
い
ろ
ん
な
事
業
の
理
事
に

も
町
長
が
必
ず
出
て
い
る
。

町
長
の
理
事
の
互
選
が
決
定

す
る
よ
う
な
決
ま
り
に
な
っ

て
い
る
。
規
則
を
変
え
て
町

長
以
外
の
人
が
理
事
を
し
た

ら
ど
う
か
。

就
学
前
の
子
ど
も

を
持
っ
て
い
る
家

庭
で
保
育
園
に
通
園
し
て
い

な
い
子
ど
も
の
受
け
皿
と
し

て
や
っ
た
。

　
１
週
間
に
３
回
ま
で
、
そ

れ
か
ら
連
続
し
て
昼
休
み
も

預
か
る
。

　
４
月
か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー

の
理
事
長
は
、
お
り
る
つ
も

り
。
社
協
は
決
断
し
て
い
な

い
。

子
育
て
広
場
の
総

合
保
障
制
度
と
い

う
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
一
時
預
か
り
の

保
険
に
加
入
し
、
万
一
の
事

故
に
備
え
て
い
る
。
社
協
は

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
職

員
が
い
る
の
で
、
預
か
り
は

可
能
で
あ
る
。

問 理
事
に
は
町
長
以
外
の
人
が

町
長
／
シ
ル
バ
ー
は
お
り
る
つ
も
り

町

　長

さ
せ
て
い
く
。

　
浅
口
市
と
は
、
会
議
等
で

課
長
等
と
会
う
機
会
が
あ
り

話
は
し
て
い
る
。

　
浅
口
市
や
河
川
の
管
理
者

の
岡
山
県
等
と
今
後
、
協
議
・

検
討
し
対
策
を
講
じ
る
。

　
通
学
路
に
対
す
る
県
道
の

歩
道
設
置
の
要
望
は
、
町
が

２
２
９
号
線
の
延
伸
計
画
を

進
め
る
中
で
整
合
性
を
持
っ

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
口
市
の
市
長
と

は
話
を
し
た
。
具

体
的
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

は
、
聞
い
て
い
な
い
が
認
識

は
あ
る
と
思
う
。

　
松
尾
地
区
の
東
西
の
道
は

広
げ
る
。

町

　長

健
康
福
祉

課

　
　長
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仁
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が
経
過
し
て
い
る
。

　
施
設
は
災
害
時
の
避
難
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。
避
難

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
専
門

家
に
調
査
を
依
頼
し
、
定
期

的
に
防
水
な
ど
の
予
防
的
な

措
置
を
講
ず
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

管
理
上
、
必
要
と

み
な
し
た
場
合
は

適
切
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

修
繕
等
も
や
っ
て
い
く
。

　
年
に
１
回
程
度
、
公
共
施

設
の
点
検
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
町
が
管
理
を
必
要
と
す
る

施
設
に
は
、
躯
体
、
屋
上
防

水
等
全
て
の
点
検
を
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
管
理
計
画
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問 施
設
の
防
水
な
ど
の
措
置
は

副
町
長
／
管
理
計
画
を
つ
く
る

副
町
長
　

社
会
福
祉
協
議
会

に
、
町
は
年
間
３

０
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出

し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

生
後
３
カ
月
以
上
か
ら
、
就

学
前
の
子
ど
も
を
４
人
ま
で

一
時
預
か
り
し
て
い
る
。
民

間
の
保
育
園
が
あ
る
の
に
な

ぜ
つ
く
っ
た
の
か
。
引
き
つ

け
を
起
こ
し
た
場
合
、
ど
う

す
る
の
か
。

　
社
協
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
町
は
、
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
最
高
責
任
者

の
町
長
が
、
も
ら
う
側
の
最

高
責
任
者
を
兼
任
し
て
い
る
。

　
い
ろ
ん
な
事
業
の
理
事
に

も
町
長
が
必
ず
出
て
い
る
。

町
長
の
理
事
の
互
選
が
決
定

す
る
よ
う
な
決
ま
り
に
な
っ

て
い
る
。
規
則
を
変
え
て
町

長
以
外
の
人
が
理
事
を
し
た

ら
ど
う
か
。

就
学
前
の
子
ど
も

を
持
っ
て
い
る
家

庭
で
保
育
園
に
通
園
し
て
い

な
い
子
ど
も
の
受
け
皿
と
し

て
や
っ
た
。

　
１
週
間
に
３
回
ま
で
、
そ

れ
か
ら
連
続
し
て
昼
休
み
も

預
か
る
。

　
４
月
か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー

の
理
事
長
は
、
お
り
る
つ
も

り
。
社
協
は
決
断
し
て
い
な

い
。

子
育
て
広
場
の
総

合
保
障
制
度
と
い

う
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
一
時
預
か
り
の

保
険
に
加
入
し
、
万
一
の
事

故
に
備
え
て
い
る
。
社
協
は

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
職

員
が
い
る
の
で
、
預
か
り
は

可
能
で
あ
る
。

問 理
事
に
は
町
長
以
外
の
人
が

町
長
／
シ
ル
バ
ー
は
お
り
る
つ
も
り

町

　長

さ
せ
て
い
く
。

　
浅
口
市
と
は
、
会
議
等
で

課
長
等
と
会
う
機
会
が
あ
り

話
は
し
て
い
る
。

　
浅
口
市
や
河
川
の
管
理
者

の
岡
山
県
等
と
今
後
、
協
議
・

検
討
し
対
策
を
講
じ
る
。

　
通
学
路
に
対
す
る
県
道
の

歩
道
設
置
の
要
望
は
、
町
が

２
２
９
号
線
の
延
伸
計
画
を

進
め
る
中
で
整
合
性
を
持
っ

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
口
市
の
市
長
と

は
話
を
し
た
。
具

体
的
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

は
、
聞
い
て
い
な
い
が
認
識

は
あ
る
と
思
う
。

　
松
尾
地
区
の
東
西
の
道
は

広
げ
る
。

町

　長

健
康
福
祉

課

　
　長
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全
国
的
に
投
票

率
の
低
下
の
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
。
投
票
率

の
低
さ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
投
票
率
を
支
え
て
い
る
高

齢
者
の
方
々
は
、
投
票
所
に

行
き
た
く
て
も
体
が
不
自
由

で
行
け
な
い
。
高
齢
者
の
観

桜
会
や
敬
老
会
に
は
各
分
館

か
ら
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。

投
票
日
の
当
日
だ
け
で
も
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

❷
若
者
が
関
心
を
持
つ
啓
発

活
動
、
若
い
人
に
１
票
を
投

じ
て
も
ら
う
啓
発
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施

設
は
町
内
に
あ
る
の
か
。
在

宅
投
票
や
郵
便
投
票
の
制
度

を
利
用
し
て
い
る
町
民
は
。

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し

て
き
た
の
か
。

　
町
独
自
で
ネ
ッ
ト
等
の
情

報
提
供
を
し
て
い
く
つ
も
り

は
な
い
の
か
。

　
若
者
に
投
票
の
立
会
人
や

投
開
票
事
務
、
あ
る
い
は
啓

発
等
へ
の
参
加
を
促
し
た
ら

ど
う
か
。

　
成
人
式
等
で
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
行
政

と
で
投
票
率
ア
ッ
プ
作
戦
を

講
じ
て
い
く
の
も
一
つ
の
手

段
で
は
な
い
か
。

❸
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
子

ど
も
達
に
選
挙
の
意
識
や
選

挙
制
度
な
ど
の
教
育
は
重
要

で
あ
る
。

　
選
挙
に
対
す
る
学
校
教
育

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

❶
投
票
は
、
期
日

前
投
票
も
あ
り
、

家
族
や
近
所
の
方
と
事
前
に

投
票
し
て
ほ
し
い
。

　
バ
ス
の
運
行
は
難
し
い
。

❷
広
報
紙
で
の
周
知
や
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓

発
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
分
館
放

送
を
通
じ
投
票
へ
の
呼
び
か

け
を
し
て
い
る
。

　
不
在
者
投
票
所
は
里
庄
町

介
護
老
人
保
健
施
設
里
見
川

荘
の
み
。　

　
制
度
利
用
者
は
１
名
。
こ

の
制
度
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
制

度
周
知
の
徹
底
が
重
要
と
感

じ
、
今
後
さ
ら
に
広
報
紙
や

健
康
福
祉
課
と
連
携
し
、
制

度
の
周
知
に
取
り
組
む
。

　選
挙
情
報
等
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

投
票
立
会
人
は
、
今
後
公
募

す
る
予
定
、
募
集
の
周
知
を

徹
底
し
た
い
。

　
新
成
人
へ
の
啓
発
活
動
は

成
人
式
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

配
布
す
る
。

❸
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
小
・

中
学
校
に
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

を
実
施
し
て
い
る
。
中
学
校

の
生
徒
会
の
選
挙
に
、
投
票

箱
と
記
載
台
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
６
年
生
で
、
我

が
国
の
政
治
の
働

き
の
学
習
に
お
い
て
、
国
会

な
ど
の
議
会
政
治
や
選
挙
の

意
味
に
つ
い
て
学
習
を
し
て

い
る
。

　
中
学
３
年
生
は
、
選
挙
は

国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
重

要
な
機
会
で
あ
り
、
方
法
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
民
主

社
会
の
形
成
者
、
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
が
持
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

岡村咲津紀 議員

若
い
人
に
１
票
を
投
じ
て
も
ら
う
に
は

　
　
選
管
事
務
局
員
／
新
成
人
へ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

問

全
国
で
数
年
置
き

に
想
定
外
の
災
害

が
発
生
し
て
い
る
現
況
で
、

住
民
が
安
心
で
き
る
防
災
・

救
助
活
動
の
で
き
る
組
織
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、
消
防
団

が
一
番
頼
り
に
な
る
が
、
団

員
も
勤
め
が
あ
り
日
中
は
な

か
な
か
動
け
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

❶
災
害
時
活
動
が
で
き
る
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
組
織
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

❷
町
内
全
体
で
動
け
る
組
織

を
つ
く
れ
ば
、
指
揮
命
令
系

統
も
う
ま
く
い
く
の
で
は
な

い
か
。

❸
消
防
団
と
は
別
組
織
で
町

内
の
有
志
で
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
。

❶
分
館
単
位
で
自

主
防
災
組
織
の
設

立
を
進
め
て
お
り
、
今
７
分

館
で
き
て
い
る
。
そ
の
中
で

Ｏ
Ｂ
の
人
は
積
極
的
に
活
動

し
て
ほ
し
い
。

❷
地
域
防
災
を
考
え
る
上
で

重
要
な
一
つ
の
方
策
だ
と
思

う
。

　
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

❶「
Ｏ
Ｂ
の
人
の
横

の
つ
な
が
り
」
と

い
う
前
に
各
地
区
で
自
主
防

災
組
織
を
つ
く
り
、
重
要
な

部
署
で
動
い
て
も
ら
い
た
い
。

❷
消
防
団
の
上
に
２
階
建
て

の
Ｏ
Ｂ
組
織
を
つ
く
っ
た
場

合
、
指
揮
命
令
系
統
に
混
乱

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

❸
急
な
こ
と
で
考
え
て
な
か

っ
た
。
一
応
検
討
し
、
次
の

機
会
に
説
明
し
た
い
。

髙
田

　卓
司 

議
員

消防団のＯＢ組織を作っては
　  町長／検討し次の機会に説明したい

問

町
長

副
町
長

防災訓練（砂防教室）

事
故
時
の
保
険
は

副
町
長
／
加
入
し
て
い
る

❶
町
の
施
設
・
設

備
、
道
路
・
河
川
、

行
事
な
ど
で
事
故
が
起
こ
っ

た
時
に
対
し
て
、
保
険
な
ど

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

❷
行
事
ご
と
に
保
険
を
掛
け

て
い
る
が
、
な
ぜ
二
重
に
保

険
を
掛
け
る
の
か
。

❸
賠
償
保
険
を
利
用
す
る
場

合
条
件
の
中
に
「
町
村
が
制

定
す
る
総
合
災
害
補
償
規
定

に
基
づ
い
て
」
と
あ
る
が
、

里
庄
で
も
規
定
は
あ
る
の
か
。

❶
町
の
建
築
物
は

耐
震
診
断
を
行
い
、

必
要
な
も
の
は
耐
震
補
強
工

事
を
し
て
い
る
。
道
路
・
河

川
な
ど
は
安
全
対
策
を
点
検

し
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
工
事

を
し
て
い
る
。
建
物
・
行
事

な
ど
の
事
故
に
は
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
万
が
一
の
と
き
に

備
え
て
い
る
。

❷
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。
無
駄
な
保

険
を
掛
け
て
い
る
な
ら
ば
整

理
し
た
い
。

❸
こ
の
保
険
に
加
入
す
る
に

当
た
っ
て
規
定
を
備
え
て
い

る
か
ど
う
か
、
今
手
元
に
資

料
が
な
い
の
で
後
ほ
ど
答
え

た
い
。

❷
賠
償
保
険
の
内

容
を
精
査
し
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

教
委
事
務

局

　
　長

選
管
事
務

局

　
　員

副
町
長
　

教
委
事
務

局

　
　長

開票作業
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全
国
的
に
投
票

率
の
低
下
の
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
。
投
票
率

の
低
さ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
投
票
率
を
支
え
て
い
る
高

齢
者
の
方
々
は
、
投
票
所
に

行
き
た
く
て
も
体
が
不
自
由

で
行
け
な
い
。
高
齢
者
の
観

桜
会
や
敬
老
会
に
は
各
分
館

か
ら
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。

投
票
日
の
当
日
だ
け
で
も
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

❷
若
者
が
関
心
を
持
つ
啓
発

活
動
、
若
い
人
に
１
票
を
投

じ
て
も
ら
う
啓
発
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施

設
は
町
内
に
あ
る
の
か
。
在

宅
投
票
や
郵
便
投
票
の
制
度

を
利
用
し
て
い
る
町
民
は
。

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し

て
き
た
の
か
。

　
町
独
自
で
ネ
ッ
ト
等
の
情

報
提
供
を
し
て
い
く
つ
も
り

は
な
い
の
か
。

　
若
者
に
投
票
の
立
会
人
や

投
開
票
事
務
、
あ
る
い
は
啓

発
等
へ
の
参
加
を
促
し
た
ら

ど
う
か
。

　
成
人
式
等
で
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
行
政

と
で
投
票
率
ア
ッ
プ
作
戦
を

講
じ
て
い
く
の
も
一
つ
の
手

段
で
は
な
い
か
。

❸
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
子

ど
も
達
に
選
挙
の
意
識
や
選

挙
制
度
な
ど
の
教
育
は
重
要

で
あ
る
。

　
選
挙
に
対
す
る
学
校
教
育

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

❶
投
票
は
、
期
日

前
投
票
も
あ
り
、

家
族
や
近
所
の
方
と
事
前
に

投
票
し
て
ほ
し
い
。

　
バ
ス
の
運
行
は
難
し
い
。

❷
広
報
紙
で
の
周
知
や
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓

発
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
分
館
放

送
を
通
じ
投
票
へ
の
呼
び
か

け
を
し
て
い
る
。

　
不
在
者
投
票
所
は
里
庄
町

介
護
老
人
保
健
施
設
里
見
川

荘
の
み
。　

　
制
度
利
用
者
は
１
名
。
こ

の
制
度
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
制

度
周
知
の
徹
底
が
重
要
と
感

じ
、
今
後
さ
ら
に
広
報
紙
や

健
康
福
祉
課
と
連
携
し
、
制

度
の
周
知
に
取
り
組
む
。

　選
挙
情
報
等
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

投
票
立
会
人
は
、
今
後
公
募

す
る
予
定
、
募
集
の
周
知
を

徹
底
し
た
い
。

　
新
成
人
へ
の
啓
発
活
動
は

成
人
式
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

配
布
す
る
。

❸
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
小
・

中
学
校
に
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

を
実
施
し
て
い
る
。
中
学
校

の
生
徒
会
の
選
挙
に
、
投
票

箱
と
記
載
台
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
６
年
生
で
、
我

が
国
の
政
治
の
働

き
の
学
習
に
お
い
て
、
国
会

な
ど
の
議
会
政
治
や
選
挙
の

意
味
に
つ
い
て
学
習
を
し
て

い
る
。

　
中
学
３
年
生
は
、
選
挙
は

国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
重

要
な
機
会
で
あ
り
、
方
法
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
民
主

社
会
の
形
成
者
、
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
が
持
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

岡村咲津紀 議員

若
い
人
に
１
票
を
投
じ
て
も
ら
う
に
は

　
　
選
管
事
務
局
員
／
新
成
人
へ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

問

全
国
で
数
年
置
き

に
想
定
外
の
災
害

が
発
生
し
て
い
る
現
況
で
、

住
民
が
安
心
で
き
る
防
災
・

救
助
活
動
の
で
き
る
組
織
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、
消
防
団

が
一
番
頼
り
に
な
る
が
、
団

員
も
勤
め
が
あ
り
日
中
は
な

か
な
か
動
け
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

❶
災
害
時
活
動
が
で
き
る
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
組
織
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

❷
町
内
全
体
で
動
け
る
組
織

を
つ
く
れ
ば
、
指
揮
命
令
系

統
も
う
ま
く
い
く
の
で
は
な

い
か
。

❸
消
防
団
と
は
別
組
織
で
町

内
の
有
志
で
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
。

❶
分
館
単
位
で
自

主
防
災
組
織
の
設

立
を
進
め
て
お
り
、
今
７
分

館
で
き
て
い
る
。
そ
の
中
で

Ｏ
Ｂ
の
人
は
積
極
的
に
活
動

し
て
ほ
し
い
。

❷
地
域
防
災
を
考
え
る
上
で

重
要
な
一
つ
の
方
策
だ
と
思

う
。

　
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

❶「
Ｏ
Ｂ
の
人
の
横

の
つ
な
が
り
」
と

い
う
前
に
各
地
区
で
自
主
防

災
組
織
を
つ
く
り
、
重
要
な

部
署
で
動
い
て
も
ら
い
た
い
。

❷
消
防
団
の
上
に
２
階
建
て

の
Ｏ
Ｂ
組
織
を
つ
く
っ
た
場

合
、
指
揮
命
令
系
統
に
混
乱

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

❸
急
な
こ
と
で
考
え
て
な
か

っ
た
。
一
応
検
討
し
、
次
の

機
会
に
説
明
し
た
い
。

髙
田

　卓
司 

議
員

消防団のＯＢ組織を作っては
　  町長／検討し次の機会に説明したい

問

町
長

副
町
長

防災訓練（砂防教室）

事
故
時
の
保
険
は

副
町
長
／
加
入
し
て
い
る

❶
町
の
施
設
・
設

備
、
道
路
・
河
川
、

行
事
な
ど
で
事
故
が
起
こ
っ

た
時
に
対
し
て
、
保
険
な
ど

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

❷
行
事
ご
と
に
保
険
を
掛
け

て
い
る
が
、
な
ぜ
二
重
に
保

険
を
掛
け
る
の
か
。

❸
賠
償
保
険
を
利
用
す
る
場

合
条
件
の
中
に
「
町
村
が
制

定
す
る
総
合
災
害
補
償
規
定

に
基
づ
い
て
」
と
あ
る
が
、

里
庄
で
も
規
定
は
あ
る
の
か
。

❶
町
の
建
築
物
は

耐
震
診
断
を
行
い
、

必
要
な
も
の
は
耐
震
補
強
工

事
を
し
て
い
る
。
道
路
・
河

川
な
ど
は
安
全
対
策
を
点
検

し
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
工
事

を
し
て
い
る
。
建
物
・
行
事

な
ど
の
事
故
に
は
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
万
が
一
の
と
き
に

備
え
て
い
る
。

❷
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。
無
駄
な
保

険
を
掛
け
て
い
る
な
ら
ば
整

理
し
た
い
。

❸
こ
の
保
険
に
加
入
す
る
に

当
た
っ
て
規
定
を
備
え
て
い

る
か
ど
う
か
、
今
手
元
に
資

料
が
な
い
の
で
後
ほ
ど
答
え

た
い
。

❷
賠
償
保
険
の
内

容
を
精
査
し
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

教
委
事
務

局

　
　長

選
管
事
務

局

　
　員

副
町
長
　

教
委
事
務

局

　
　長

開票作業
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松
尾
子
供
会
は
20
世
帯
、

21
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
団
地
が
増
え
、
低
学

年
以
下
の
小
さ
な
子
ど
も
さ

ん
が
多
い
地
区
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
り

心
配
な
学
校
の
行
き
帰
り
の

見
守
り
、
ま
た
、
子
供
会
運

営
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
指
導
ご
助
力
を

頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
子
供
会
に
と
っ
て
大
切
な

事
は
、
楽
し
い
子
供
会
で
あ

る
と
同
時
に
、
人
と
人
と
の

「
ふ
れ
あ
い
」
の
場
で
あ
る

事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
思
え
ば
昭
和
の
時
代
、
近

所
の
子
ど
も
達
同
士
、
上
級

生
、
下
級
生
、
関
係
な
く
一

緒
に
外
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
遊
び
の
中
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
色
々
な

事
を
学
ん
で
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
達
は

個
人
で
遊
ぶ
事
が
多
く
、
屋

外
で
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
子
供
会
の
活
動
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
６
年
生
ま
で
が
、

学
校
以
外
で
一
緒
に
活
動
す

る
数
少
な
い
機
会
で
す
。
上

級
生
は
、
下
級
生
に
優
し
く

接
し
て
く
れ
、
ま
た
、
頼
り

に
な
り
ま
す
。
今
年
の
上
級

生
が
、
清
掃
活
動
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
活
躍
す
る
姿
を
見
て
、

ま
た
下
級
生
が
そ
の
よ
う
に

育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
」
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
今
の
社
会
、
そ
れ
を

大
切
に
活
動
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地域の 子どもたち子どもたち

「
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に
…

　松

尾

子

供

会

（眞野）

　議員の任期もあと数ヶ月となりました。今ま
でお付き合いいただきありがとうございました。
　メンバーが変わっても皆さまへ議会の審議や
活動の状況をありのままにお知らせする「議会
だより」をお届けしますので、これからもよろし
くお願い致します。
　最後になりましたが、ことし一年が町民の皆
さまにとって幸多き年になりますよう心からお祈
り申し上げます。


